
岩
手
・
柳
之
御
所
跡

ω

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
柳
御
所

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二

一
次
調
査
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
一二
浦
謙

一
・
東
海
林
隆
幹

・
酒
井
宗
孝

・
斉
藤
邦
雄
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

柳
之
御
所
跡
は
、　
〓

一世
紀
の
奥
州
を
支
配
し
た
平
泉
藤
原
氏
の
居
館
跡
と

考
え
ら
れ
て
い
る
広
大
な
遺
跡
で
あ
る
。
第
二

一
次
調
査
で
は
、
遺
跡
の
南
端

を
調
査
し
、
居
館
を
囲
む
巨
大

な
堀
や
道
路
状
遺
構
、
多
数
の

井
戸

。
井
戸
状
遺
構
、
各
種
土

坑
を
検
出
し
た
。
柱
穴
も
多
い

が
、
復
元
で
き
る
掘
立
柱
建
物

は
少
数
で
あ
る
。
遺
構

・
遺
物

関

は
全
て

一
二
世
紀
後
半
の
も
の

一　
で
ぁ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査

で
は
前
半
に
遡
る
も
の
も
若
千

確
認
さ
れ
た
。

第
二

一
次
調
査
で
見
つ
か
っ
た
木
簡
は
計
六
点
で
あ
る
。
内
訳
は
、
堀
二

一

Ｓ
Ｄ

一
か
ら

一
点
、
井
戸
三

一
Ｓ
Ｅ
二
か
ら
四
点
、
土
坑
二

一
Ｓ
Ｋ
五
五
か
ら

一
点
と
な
る
。
堀
二

一
Ｓ
Ｄ

一
は
、
居
館
の
周
囲
に
め
ぐ
り
遺
跡
を
三
分
す
る

巨
大
な
堀
で
、
開
口
部
幅
約

一
〇
ｍ
深
さ
二

・
二
ｍ
ｌ
四

。
六
ｍ
を
測
る
。
木

簡
は
調
査
区
南
端
部
分
か
ら
出
土
し
た
。
井
戸
三

一
Ｓ
Ｅ
二
は
、
開
田
部
が
ほ

ぼ
円
形
を
呈
し
、
径
二

。
〇
三
ｍ
深
さ
五

・
四
七
ｍ
を
測
る
。
木
簡
は
埋
土
下

部
か
ら
出
土
し
た
。
土
坑
二

一
Ｓ
Ｋ
五
五
は
、
直
径

一
・
三
人
ｍ
深
さ

一
・
五

五
ｍ
の
円
筒
形
を
呈
す
る
も
の
で
、
木
簡
が
出
土
し
た
埋
土
下
半
部
に
は
、
各

種
の
木
製
品
と
と
も
に
多
く
の
ウ
リ
科
の
種
が
含
ま
れ
て
い
た
。

木
簡
以
外
に
は
、
堀
二

一
Ｓ
Ｄ
二
か
ら
文
字
に
は
な
ら
な
い
太
い
墨
痕
が
残

る
小
木
片

一
点
、
井
戸
状
遺
構
二

一
Ｓ
Ｅ
三
か
ら
墨
書
土
器
八
点
が
出
土
し
、

う
ち
二
点
は
漢
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
判
読
不
能
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
・
□
口
□
　
□
」

。

□
□
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

Ｘ
Ｐじ

溢

ｏ盟

②

　

如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μこ

溢
授
∞
ｏ驚

０

　

口
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（牌こ

遜
泉
∞
ｏ驚



(4)全
て
ス
ギ
の
柾
目
材
で
あ
る
が
、
本
来
の
形
状
を
保
つ
も
の
は
な
い
。
①
は

両
面
に
木
日
と
直
交
す
る
方
向
の
文
字
が
複
数
行
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
不
能
。

②
は
上
下
折
れ
。
「如
」
の
上
に
も
文
字
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
右
端
に

は
二
次
的
な
削
り
が
み
ら
れ
る
。
０
い
も
上
下
折
れ
。
④
は
か
す
か
に
残
る
墨

痕
を
文
字
の
痕
跡
と
み
た
。
０
は
上
端
と
左
辺
が
原
形
を
と
ど
め
、
上
端
は
圭

頭
状
を
呈
す
る
。
表
面
の
二
文
字
は
、
偏
か
ら
み
て

「如
法
」
の
可
能
性
が
あ

る
と
判
断
し
た
。
裏
面
に
も
墨
痕
が
残
る
が
判
読
不
能
。
０
は
断
片
で
、
梵
字

バ
ン
が
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

側
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『柳
之
御
所
跡
』
（岩

手
県
文
化
振
興
事
業
国
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
二
二
人
、　
一
九
九
五
年
）（三
浦
謙
一
）

2004年出土の木簡

□〔如
法
力
〕

Ｌ

□
口

名

□
□

感０
ガ
〕

□

ぐ

ｅ

×

含

じ

×
∞
　
ｏ
盟

Ｇ

ｅ

×

含

９

×

∞
　

ｏ
∞
解

Ｇ

∪

×

命

ｅ

×

Ю
　

ｏ
∞
Ｐ

ｏ̈
２

・⑥

一

∩
傲
凪
川
脚
円

め
④

に

⑥ (5)表




